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繭鰍醐水に頬灘囎鞭鮪し・）t。のため従　1°）蠕×瀧””鰍1｛i附鮒91％
来よ蝋藤あたり揃幽法として，冷水又轍瀾　D）””鰍゜春本学纏群科一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲　ロエ15X支108　〃・夏秋　　　〃　　〃　　　　一
　浸濃するもの，熱湯又は燕鐵滲透2）～’1）の如く温度差に塞

く勧齢糊するも・，低膿窒灘・）及び一htlEEImath　an脊搬騒、、（改〕畑F区例鰍新蘇・・％

の如く機械的に減圧又は加圧するもの，霧撒布6）7）・酵禦）・　　　以下便蹴上各実験試料に附した紀暦を以て示す。

超音波o）等を利用するもの，或いは界面活性剤1・o）11）助等

の化学処邸こよるもの等が研究されている。…方同じ煮　　　　　　　　案験方法・結果及び考察

繭前処理懸として，葡着と逆の作用と考えられる赤外線
・s・等の醐エネル。yt　・一一　a．利用するものも磯されている。1）輔通水開始からの輔關による通水度の変化

。れらの雌法は，当然源欄のN」，状，煮撒構，繰　この問題についてセよ・既に臓で濾紙の囎について

細式，醐生綿価胴撚鱗のthiか腕躰考慮　徽したが謹水【粥始からの経過時間と共蘭水度囎
，して便いわけられるべきであるが，米だ繭層に対するこ　　少する原因について・繭襯で試験した結巣の一例を示

れらの姻蘇。5棚瞭でないも。、・多いため，伽　す・鍬は欄剛・・欄囎輪簸翻H・柱
現場では，構筋法が戦幽習により糊されてい　1°mmLl下）　ZSZLI’」　・・cチ　ルアルコ…ル（99％）澤灘後

るきらいがないでもない。　　　　　　及びこれらを麟剛帥に灘した：陽合等について行い

　　合理蝋繭処購職して簸な煎，まず輔の　欄した・第1図に於て，乾輔（1｝の通蝦は伽て

　性状及びこれが蕉繭処理を受けた場合の特性を知ること　　　　O、02

　である。この様な考えのもとに，離報14）で発表した通水

　度測定装置により，繭層の湯水に対する浸潤性について　　　通

撒した2・3嚇果礁告する。　　　　　養
　　起稿にあたり，本研究に対し御指導拉びに御助言を賜

　わった本学部林教授・高木助教授，実験試料を御恵与下　　　　o・01

　さつた長野県繭検定所長小山俊吾。矢口良治・灘木偵蔵

　の諸氏，終始実験に協力された吉池恵美子嬢に対して藻

　甚なる感謝の意を表する。

　　　　　　　　実験　試　料　　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　5　10　　　20　　　30　　　40　　　5e　　　lio”　　°70
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縫過時間（分）　　　　　　　　　　剛
　解箭の異る原料として，次の如き試料を用いた。

㈹灘竜年羅期更輪灘第讐雛蕪畿鷲。
ee　本研究の一部は昭和31年度日本養糸学会中部皮部東
　　北信地区発表会において発表した。　　　　　　　　低く・又時間の経過による変化も少い。これに対してメ

＊＊信州大学繊維学部製糸研究室　　　　　　　　　　　チールアルロ・一一ル（2）又は真空滲透直後⑧の両区は，最
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初に大な樋水麟肘が・曙冒経過に伴瀬鋼合も　・勅緬・よつて形成されてい磁1係上講造的に櫃，

大きい・更に・チー・アル・一・レ浸灘水中に2嚇問浸　て1融難い状態に娩．伽て繭層に畑一る翻くの均・…

濱した場合（4）に於て爾も減少することがわかつた、以　　　浸潤をはかるためにば，物理約又砿化学的な処理によtt）

占の襯を齢すると繭糸の膨潤による影響叫鉢　ざ舗・徽・の脳然で，蘇瑚蓼透の、蜥蝋枇
測麟の試糊持部にゴ・・パ・キガ雄肌た・とに　の1（。yP。i。・とされている．近続蝦灘繭弘，附

よる圧縮作用醐臨過と共に試料・1・・螂に瀕す・。・　’（）　側F究・・）繍。と行われているカ・課いく如駄る・搬

のの如く敷られる・従つて・試料1醐部野め挿燗　ヵ・胤よ槻潤せしめるか翻1ら，儲して，、チ晒ア

隙搬けて蹴騰轍少せしめると共・こ・欄胴概／…一ル（・｝9％）髄1・・ガ，リ。灘・）賭灘α1、

測蹴融開轍比較　勺変イヒに乏し…分以内に終了せ　柱7m・・，　2・℃）及び規｛障ついて蹴撒鮒つた

しめることとした・　　　　　　　　結燃第蹟の如くで踊。
　（2）繭騒含水率と通水度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錦2嵌

たが、・。・％薦撚の咽i日嚇湖らかでない。　を鄭郵添す・

　　　　　　　　　　　第1表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3籔

　　　試験区　水分率（％）　通水麿　　　　　纂空度（1竜檀mm）　通水1建

　　　塗’0％RH　O・6　　0・018・　　　　　　5　　　　0・022・，，
　　　　　100％RH　　　　　20，0　　　　　　　0．037　　de　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　0，0221，

　　　Jl”捌散布　125．0　0．042　　　　　40　　　0．、021，、

　　　麗1。誰　1；：l　l：lll　l　　　　　ll　　　l：1；ll

　　　轡霧撤布　118．0　0．038　　　試闇徽鱗i菰諦石；：：蓄6』蒙：ピ廓i裏繭じゴ

　　　備考：試料D，各50ケ使用，50cmH20，25。C，　　　　既に掘塒其他の発表があるが大体同様の結果であるゆ

　　　　　　通水孔径8・15血tn，瀞危険率5％有意　　　　　即ち真空度30～40mmを堺としてこれ以下の場脅は次第

　又翼空滲透せずに求めた結果（括弧内は口径5，「60mm　　　に浸潤不充分となる。

で測定した通水度）の1例は0％R・H（0・0015），40％　　　　（4）繭暦のアルコール及びエーテル漫出物の有無と通

RbH（0．0025），80％R・H（0．0034），ユ00％R・H（0．003　　　　　　水度

・）・舗搬2醐（・…4．°卵召繭て・…4・）a・如　醐繭糸轍鶴る獺伽輔浸潤・・どの隊幽・

備駄弊の増加と共に鰍趣廉は増大するが・・　しているかにつ・・て，既に糊・・瞬侵告が酌，翻の

れに対する真空滲透摩（O・　0140）に比較すると相当な開　　　潮れ難さは腺質物の膚無乏無関係なる慕な揃摘Uてい

きを有する。爾・以下のべる実験の試料は湿度6｛｝％で調　　　る。然し願質物の多媒と繭解価の関係につい・ぐ平田21りは

湿したものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　願質物念膚澱大なるものは解僧率大で雷）ると発炎1、．てい

　〔3｝繭麿の潔透方法と通水度　　　tt　　　　　　　　　る。今迄の繭層蝋質物に関する研撫によれば，外層部に

　前項でも知ることが出来る様に，元来繭麟は繊細な繭　　　最も多く，申内層へと漸次ll茂少し，3ζ蛇燥過提でi濟るし
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轍少し・榊燗に可悩の継の繍鋼1防れてい　鯛志の間で1よ灘認められ・1：い．叉6・・c灘1区で剛

る・歪緒輔廠それぞオLア牌・一ル（90％）及びエー　照区獄駆間及び醐姻・目烈朕に謝瑠められブよか

テル略8郡臓出後，猷勲鰍したが・第蛾の　つたc’，　・…C区でil蠣を・週濾醐せしめて乾燥することに

如樋継と・…一テ・帳出伽有物と醐係瀕勘られ　よ磁椴の増撚鯛・…圃1封椰潤励襯象と関係を

なかつた・　　　　　　　　　有すると鵬。れるカ・，その原as1につい七麻湖らかで
　　　　　　　　　　su　4識　　　　　　　　　　　はない。

　　．婆一世　避竺、L　　（6囎の瀦徽嚇騨水慶　i．
　　　　爾煽蔵。．。語「♂葡t”m　　熱・i∫鱒として最も欄1勺に行われてい磯㈱果
　　　　良1・，III，1・iff．0．0087　0．0309　　｝・ついて・遡・脚剛・り検1討勧1え硫め・灘搬

　　一　　・π一一一∴一一一…一一tt　．一．一．．　　　　及び蒔間について，繰返しのあ為黒元酬i雛ミで鍵験した

　　　騨辮区・・0051　・・。248　　緯1果麟6表，第2・3図の攻llくで騒。　，
　　　；で〉良　　　9ililllil区　　　　0．0051　　　　　0，0237　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　t．F．－t－Mu』’｝’－t－』・一・一・一…・・一一．一一．一『『一一一一一一一一一・tt　　、　　　　　　　　　0｝02　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　備考；試料A及（L　（1）普1亘磁水　121強制颯水

従つて翻嘱水闘す翻繍・い性蹴・…I」ッン　渠、

曝耐岨質・）外哺1餌の機そのものに継けるもの　度　　　　　1　　∵’

と裁ら泌・　　　　　　　　　　　　～一．。鮎
　㈲　繭糧の濡らし乾かし繰返しと通水度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　繭層を一且充分に浸潤せしめた後，これを物燥する時　　　　0，01　　　　　　　　　　　　　、＼　　　　・

は一般に囎艘す。、い繍ている．特繭処理、し　　　　　　（・）’　1

て行う捌蹄後調載は11螺貯湘蝿すると測鞭　　　　　　　　　　　　1
園は再び乾燥される場合があるので，この間題に関連し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳

て，解箭率の異なる2晶瞳について，輿空滲透により繭

蟹欝響蕪副勲麗叢鵬森難灘　　・。一、。一，。一、c。。
と測艘の関融求め繍熟燃5表の姻である。　　　　　　twnt「ava（°c）

一　　　　第5袋　　　　　　　第編灘蝶評惜講蘂樹、、
　　　解　傍　　．繰返回数　　40℃　　　60°C

　　　　　　　　　　O　　　　　O，0046　　ee　　　O，0077　　　　　　　　　　0・02

∵一＿1．搬．麗畿　桑、
　’…『ttt　一rr一’『　rm－｝』　…　一幽一…一’t’一一一“一’t一　一　　　　　度　　　　　1
　　　　　　　　　　0　　　　　0．0034　＊　　　　O．0068　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1

・不良 v1醐隅馨　・．…1、：F：Sk：＃ifi－－i

圏儲、試柵及びF，碓険覇％で有意　　　　　、　．　　　　　　1，
　この場合濡ら1し乾かしによる繭層厚さ鋤の収縮率は

40°C浸漬区3～5％60°c区5～7％であり組織が密

になるものと考えら．れるじ然るに40℃侵演の嚇合，対’照区

よりむ・獄駆の通膿・脇か獣であり・飛・　・。－5
た結果が得られた，、従つてこの場合の通水性は何か別な　　　　　　　　　　　「　　淺漬時間（分）

セリジソめ表面的性質叉は繭11響構造上の問題が介在する　　　　　圏第3図　浸滴時間と通水度の関係

．t／iのど蓼えられる。しかし温｝ら韓かし繰返圓数の異るも　　　　備考（1）鱗恨1貌（2耀好不邸
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第6i羨　　　　　　　　　　　　　　当の開きを有する。

一遡．」鯉雛L（謙幽一　編蔚レ繍論纒灘欝鞭㈱…

灘2ili…蓋：蹴；黙力総謙灘鷲
　　　A×B　　3．05　　＿　　　すことを1渤燃かは明か嵯が穏められ’1：い・
　　　A×G　　　　　1．29　　　　0．53　　　　　　　4）　アルコール及びエ・一テル浸出物の府無と通水度と｝こ

　　　B×G　　　　　　　＿　　　　　　＿　　　　　　　　　は関係は紹められない。

　　　備考、試細及び】，，whny　　　　　5）灘澱と通縦との関係賄葱で・I」iErre－1：iYl一と共

　　　　　　通水孔径5，60mm，理（0．05）＝6．94　　　　　に通水度塗減少する・然し浸演時闇及び温度・噂闇の簗

表に紛散比湖鵬げた．灘温脚影響輌殴　酢用耀めらオ瞭い・解搬駆の灘搬穿力顯4°
も鰍獅％硫意であり，継の甥朕｝。淋蹴　゜c内外噂鍍のゴ獣点鮪する儲が獅られ，　：d〈N

澱する．腋閥嵯が禰であるの1ま，輔㈱の偏　殴離芋娯にする・

蓉鰯撒簾灘糠鷺饗轡間　　文　献
　そこで浸漬温度の影響のみを夏に詳しく実験した結泉，　　1）樺井惚・藤羅武敏；繊学誌，5，356（1949）

第4図に示す如く，解欝良区⑥は不良区㈲と異り，　　　2）黒田伝吉・μ体陪国：養糸研究，〔2）120（1952）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　／』嫁　　多吉　　　　　　　　：蚕糸牽斗学，　（8）　26　（1947）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　！」、1翼1伐色良【玉・久我“碧男：　日蚕誌，　23　（3）　209　（1954）

　0，舳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）掘久罠郎・柳沢新一一：蚕糸科学，紛～（ID

　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1948穐一1949）

　通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の申西正欝・松ll晦　騎；製絹講演録（4）56（lf）r4）

．k　　　　　　　’・、　　　7）千葉叢外銘洞上誌，C4）・5f）（1騎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼、　　　　　　8）皆川豊作　外2名　：同上誌，㈲221（1955）

　o’　os　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）小泉　昭＝：同上誌，（5）46（1955）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10）中厨　　茂3同上誌，㈲227（19，54）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）中勘　茂・木村利三：同上誌，（5）213（1955）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）高木春郎・林　貞三3僑大繊学報，（4）79（1954）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）松本1介・宮沢IE明3製絹講演録，（4）142（19，　54）

　o・　OE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）膏沼　　茂　　　　　：信大繊学報，（4）74（1954）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）．飯能製糸KK外3社：企合促法試報（1954）

　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）　VE2LVユ勘次．高猫次良1三：日蚕誌，　21　（1｝（1929）

　　0
　　　020　　　00灘〔温渡1％）　　　80　　　100　　　17）樺井　　博　　　　；企合促法試報（19駈9）

　　劉図浸灘威通水度醐係　　　　18翔久三郎　’蚕網学調～⑳（1948～1駒
　　　考備試料B及びC，通水孔径8．15mm　　　19）樺井　博噺生蚕糸，㈲16（19t18）

40°C内外で一旦増大し，その後減少する特性が認めら　　20）平田　行：繭検技研誌・（9）24（1953）

れた。この原因については今後検討する予定であるが，　　　21）W・BEI〈mmrANN　　　：Text・Res・9，175（1931｝）

解箭率を異にする原料繭の煮繭上の取扱を・当鯵激こな　22）麟糊　　，・d’L・1’大繊学法，（4）・70（1・［｝5Li）

るものと思5。　　　　　　　　　　　　　　　　　　23）樺井　　博　　　：新坐i蚕誌，㈱16（1949）
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　　　　　　　　　摘要　　　 Summary

ユ）常温においては・繭層水分率の増加と共｝こ通水度も　　　1）The　permeability　increases　9tadually　with　the　wa一

増大するが・霧撒布区さえも・完全浸潤蒔の通水度と相　　　ter　contents　Qf　cQcoon　layers．　But　the　permeabllty　of
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perfectly　permeated　cocooon　Iayers　is　very　high　as　com叫　　　room　temperature｛s　higher　than　that【）f　llo　treaト

pared　with　that　of　those　cQcoon　layers　on　whiclユ　　　ment，

water　has　been　sprayed．　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，）　The　c（，coon　Iayers　extracted　with　methyl　alcohoI

2）　It　seems　that　the　cocoo且1ayers　perlneated　with　　　and　ether，　and　those　of　no　treatment　are　almost　the

methyl　alcohol（99％）a且d　those．permeated．by、　vacuum　　　same　in　permeabillty，

treatment　shows　almost　the　same　value　in　perme・　　5）　The　relat1on　between　the　permeability　and　the

ability，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　temperature　of　water　used　fQr　wetting　has　been　re－

3）　The　siglユificant　difference　is　not　evident　between　　　cognized；the　higher　the　temperature，　the　IQwer　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1th・p・・me・bi】ity・f・…。漁y…a・d　the・umb・・Qf　p・・m・・bility．　N・・c。・・el・t｛。・am・・Sr　th・Pe・meability，

time　of　repeated　wetting　and　drying　process　on　them．　　　treated　times　and　altemation　of　time　and　temperature

But　tlle　permeability　of　the　cocoon　layers　that　have　　　has　deen　detected，　in　5％dan菖er．

been　wetted　with　the　water　of　4，00C　and　then　dried　Elt


